
動
　
　
向

ド
　
イ

ツ

の
　
東
　
洋
　
学

一
付
　
　
ド

日

本

学
1
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田

村

実

造

　
わ
た
く
し
は
昨
年
の
夏
、
西
ド
イ
ツ
の
ミ
ニ
ン
ヘ
ン
大
学
で
開
催
さ
れ
た
国

際
東
洋
学
者
会
議
に
、
日
本
学
術
会
議
か
ら
派
遣
さ
れ
て
出
席
し
た
。
つ
い
で
、

お
な
じ
西
独
の
マ
～
ル
ブ
ル
グ
衛
で
開
か
れ
た
シ
ナ
学
会
に
も
参
加
し
た
の
ち
、

ウ
ィ
ー
ン
、
モ
ス
ク
ワ
、
レ
ニ
ン
グ
ラ
…
ド
、
コ
ペ
ン
ハ
ー
ゲ
ン
、
ハ
ム
ブ
ル

グ
、
ベ
ル
リ
ン
、
ロ
ン
ド
ン
、
ケ
ム
ブ
リ
ッ
ジ
な
ど
を
歴
訪
し
、
こ
れ
ら
の
地

に
お
け
る
東
洋
学
研
究
の
現
状
を
視
察
し
た
。

　
わ
た
く
し
の
旅
行
は
、
な
に
ぶ
ん
に
も
、
か
ぎ
ら
れ
た
日
時
で
あ
っ
た
の
で
、

各
地
で
の
祝
察
も
、
ほ
ん
の
走
り
見
す
る
程
度
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。
た
だ
、
そ

の
み
じ
か
い
期
間
中
の
大
半
を
ド
イ
ツ
に
す
ご
し
た
た
め
、
ド
イ
ツ
に
お
け
る

東
洋
学
研
究
の
現
状
に
つ
い
て
、
す
こ
し
見
聞
し
た
と
こ
ろ
を
紹
介
し
て
み
よ

、
）
。

東
洋
学
者
会
議

　
こ
の
会
議
は
、
　
正
し
く
は
国
際
東
洋
学
老
会
議
（
↓
げ
①
H
馨
①
冒
P
試
。
⇔
巴

0
9
茜
お
ω
の
。
臨
○
注
Φ
⇒
欝
躍
。
り
酵
ま
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は
U
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昌
鉱
①
H
O
憎
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冨
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函
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ゆ
ひ
q
器
ω
ω
）
と
い
い
、
四
年
目
ご
と
に
開
か
れ
る
。
こ
の
た
び
の
も
の
は
第
二

四
回
と
い
わ
れ
る
か
ら
、
そ
の
歴
史
は
古
く
、
前
世
紀
か
ら
は
じ
ま
っ
た
わ
け

で
あ
る
。
第
二
四
回
会
議
は
、
昨
年
（
一
九
五
七
）
八
月
二
八
日
か
ら
九
月
四

日
ま
で
の
八
日
聞
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
大
学
を
会
場
と
し
て
開
か
れ
、
参
加
者
は
千
数

酉
名
を
か
ぞ
え
た
。
学
会
の
内
容
も
、
東
は
日
本
・
朝
鮮
か
ら
、
西
は
エ
ジ
プ

ト
に
ま
で
わ
た
る
広
大
な
地
域
で
あ
る
た
め
、
一
四
部
会
に
わ
か
れ
、
研
究
発

表
の
数
も
四
五
〇
件
に
達
す
る
盛
況
で
あ
っ
た
。
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ドイツの東洋学（田村）
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右
に
表
示
し
た
と
こ
ろ
が
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、

と
い
っ
て
も
、

わ
ち
、
西
ア
ジ
ア
関
係
の
部
会
は
第
二
か
ら
第
九
ま
で
の
都
合
八
つ
の
部
会

i
第
一
都
会
の
エ
ジ
プ
ト
．
を
含
め
ば
九
部
会
を
か
ぞ
え
る
一
を
占
め
、
発

表
の
数
も
二
五
〇
余
件
と
な
っ
て
、
全
体
の
約
六
〇
パ
ー
セ
ン
ト
に
あ
た
る
。

こ
れ
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
東
洋
学
成
立
の
歴
史
や
西
ア
ジ
ア
地
域
が
地
理
的
に
ヨ

ー
ロ
ッ
パ
に
接
近
し
て
い
る
こ
と
、
あ
る
い
は
十
字
軍
と
の
関
係
、
ま
た
エ
ジ

プ
ト
文
化
と
ギ
リ
シ
ア
・
ロ
；
マ
文
化
と
の
関
係
、
そ
の
他
い
ろ
い
ろ
の
理
由

に
よ
る
も
の
で
は
あ
ろ
う
が
、
日
本
の
学
界
が
、
こ
れ
ま
で
中
国
史
や
北
ア
ジ

ア
史
を
主
と
し
て
研
究
の
対
象
と
し
て
き
た
の
と
は
、
研
究
分
野
の
上
で
大
き

な
へ
だ
た
り
が
あ
る
。
わ
が
国
で
も
最
近
、
西
ア
ジ
ア
や
イ
ン
ド
に
対
す
る
関

心
が
高
ま
り
つ
つ
あ
る
が
、
将
来
こ
の
間
隙
を
う
ず
め
る
も
の
は
、
や
は
り
米

国
と
ソ
連
の
東
洋
学
界
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
米
国
の
東
洋
学
者
た
ち
は
、

早
く
か
ら
西
ア
ジ
ア
の
歴
史
研
究
や
考
古
学
的
探
険
調
査
を
お
こ
な
っ
て
き
た

が
、
大
戦
後
は
、
さ
ら
に
日
本
・
中
国
お
よ
び
北
ア
ジ
ア
や
イ
ン
ド
方
面
の
研

究
に
対
し
て
も
、
非
常
な
熱
意
を
か
た
む
け
つ
つ
あ
り
、
お
な
じ
よ
う
に
ソ
連

邦
で
も
、
自
己
の
領
域
に
ひ
と
し
い
モ
ン
ゴ
リ
ア
や
中
央
ア
ジ
ア
・
コ
ー
カ
サ

H
図
・
H
裏
口
ぎ
囚
9
ロ
犀
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易
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、
、
ω
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ω
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こ
の
学
会
で
は
、
東
洋
学

　
　
西
ア
ジ
ア
に
関
す
る
も
の
が
と
く
に
多
い
こ
と
で
あ
る
。
す
な

撫・

鯉
織
諜
耀

　
　
邸
藝

ミュンヘン大学第一図

も
参
加
さ
れ
た
の
で
、
小
林
教
授
と
田
村
と
は
第
一
二
部
会
（
a
）

ア
に
、
ま
た
山
本
教
授
は
第
一
三
部
会
の
東
南
ア
ジ
ア
に
お
い
て
、

研
究
発
表
を
お
こ
な
っ
た
。

　
な
お
、
全
部
会
を
通
じ
て
発
表
者
も
参
加
者
も
す
く
な
く
、
低
調
で
あ
っ
た

の
は
、
第
一
二
部
会
（
b
）
の
日
本
・
朝
鮮
の
部
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
の
学
界
と
し
て
は
、
や
む
を
え
な
い
こ
と
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
で
も
、
最
終

日
の
総
会
に
お
い
て
、
今
回
第
一
二
部
会
が
（
a
）
中
国
、
　
（
b
）
日
本
・
朝

鮮
と
わ
け
ら
れ
た
の
を
、
つ
ぎ
の
一
九
六
〇
年
レ
ニ
ン
グ
ラ
ー
ド
で
開
か
れ
る

ス
地
方
は
も
と
よ
り
、
中
共

と
の
密
接
な
関
係
か
ら
し
て
、

中
国
史
に
対
し
て
も
大
が
か

り
な
研
究
を
お
こ
な
い
つ
つ

あ
る
か
ら
で
あ
る
。

　
つ
ぎ
に
、
こ
の
学
会
に
お

け
る
発
表
者
を
国
別
に
み
る

と
、
独
・
英
・
仏
が
だ
ん
ぜ

ん
多
く
、
米
国
が
そ
れ
に
つ

づ
き
、
ソ
連
の
学
者
た
ち
も

一
、
二
名
ず
つ
で
は
あ
る
が
、

各
部
会
に
そ
れ
ぞ
れ
参
加
し

て
い
た
。
日
本
代
表
と
し
て

は
、
わ
た
く
し
の
ほ
か
に
東

京
大
学
の
山
本
達
郎
、
横
浜

大
学
の
小
林
高
四
郎
両
教
授

　
　
　
　
　
　
　
の
東
ア
ジ

　
　
　
　
　
　
　
そ
れ
ぞ
れ
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予
定
の
第
二
五
回
会
議
に
は
、
日
本
学
部
会
を
独
立
部
会
と
す
る
よ
う
提
案
が

お
こ
な
わ
れ
た
と
と
は
、
わ
れ
わ
れ
に
と
っ
て
心
強
い
思
い
が
し
た
。

シ
　
ナ
学
　
会

　
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
大
学
に
お
け
る
東
洋
学
者
会
議
が
終
了
し
た
翌
日
の
九
月
五
日

か
ら
、
中
部
ド
イ
ツ
の
マ
ー
ル
ブ
ル
グ
市
の
国
立
図
書
館
で
第
一
〇
回
シ
ナ
学

会
が
は
じ
ま
っ
た
。
　
こ
の
学
会
は
6
け
Φ
｝
郎
巳
。
邑
ω
言
。
ざ
α
q
ロ
①
ω
O
o
鏡
①
お
P
o
Φ

と
い
わ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
少
壮
シ
ナ
学
者
た
ち
を
申
心
に
組
織
さ
れ
た
学
会

で
あ
る
が
、
老
シ
ナ
学
者
も
多
数
参
加
し
て
い
た
。
今
回
の
参
加
者
を
名
簿
に

よ
っ
て
み
る
と
一
五
八
名
を
か
ぞ
え
、
こ
れ
ら
を
国
別
に
す
る
と
、
ド
イ
ツ
が

地
元
だ
け
に
、
も
っ
と
も
多
く
六
六
名
、
イ
ギ
リ
ス
ニ
津
名
、
フ
ラ
ン
ス
一
六

名
、
米
国
、
オ
ラ
ン
ダ
、
ホ
ン
コ
ン
懐
乱
名
、
日
本
、
ソ
連
各
四
名
、
台
湾
三

名
そ
の
他
で
あ
る
。

　
東
洋
学
者
会
議
が
、
古
い
伝
統
を
も
つ
儀
式
ば
つ
た
公
的
な
国
際
学
会
で
あ

る
の
に
対
し
、
こ
れ
は
く
つ
ろ
い
だ
学
会
で
、
研
究
の
範
囲
は
、
い
ち
お
う
シ

ナ
学
－
中
国
に
関
す
る
史
学
・
文
学
。
思
想
・
哲
学
・
美
術
考
古
学
1
に

か
ぎ
っ
て
は
い
る
が
、
研
究
発
表
は
前
者
が
質
疑
応
答
を
も
入
れ
て
三
〇
分
前

後
な
の
に
対
し
て
一
時
間
を
ふ
り
あ
て
、
充
分
に
し
や
べ
ら
せ
る
と
い
う
方
針

で
あ
る
。
ま
た
会
場
も
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
各
国
を
順
番
に
ま
わ
る
こ
と
に
な
っ
て
い

る
ら
し
く
、
毎
年
開
か
れ
て
い
る
の
で
、
第
一
〇
回
と
は
い
っ
て
も
大
戦
後
か

ら
は
じ
ま
っ
た
も
の
で
あ
る
。

ド
イ
ツ
の
東
洋
学

か
つ
て
は
タ
ラ
ッ
プ
ロ
ー
ト
、
ヒ
ル
ト
、
ラ
ウ
フ
ァ
、
ロ
イ
マ
ソ
、

ミ
ュ
ラ

1
、
フ
ラ
ソ
ケ
ら
多
数
の
東
洋
学
者
を
出
し
た
ド
イ
ツ
の
東
洋
学
界
も
、
そ
の

後
は
ポ
ッ
ペ
、
ウ
イ
ッ
ト
フ
ォ
…
ゲ
ル
両
氏
が
米
国
に
去
り
、
わ
ず
か
に
満
蒙

語
の
へ
ー
ニ
シ
ュ
教
授
が
最
長
老
と
し
て
、
と
ど
ま
る
ば
か
り
で
、
凋
落
を
つ

た
え
ら
れ
て
い
た
が
、
わ
た
く
し
が
滞
在
中
に
見
聞
し
た
と
こ
ろ
が
ら
す
れ
ば
、

ド
イ
ツ
東
洋
学
界
に
は
、
大
戦
後
学
余
年
に
し
て
、
往
年
の
は
な
ば
な
し
さ
を

再
現
し
よ
う
と
す
る
素
地
が
つ
く
ら
れ
つ
つ
あ
る
か
に
う
か
が
わ
れ
た
。

　
御
承
知
の
よ
う
に
、
現
在
ド
イ
ツ
は
政
治
的
に
は
西
の
ド
イ
ツ
連
邦
共
和
醗
［

と
東
の
ド
イ
ツ
人
民
共
和
国
と
に
わ
か
れ
て
い
る
た
め
、
し
ぜ
ん
学
界
も
東
西

に
分
離
さ
せ
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
か
れ
ら
は
研
究
へ
の

情
熱
に
よ
つ
て
、
こ
の
障
害
を
の
り
こ
え
よ
う
と
し
て
い
る
か
に
み
う
け
ら
れ

る
。
昨
年
の
東
洋
学
者
下
船
の
期
間
中
の
九
月
三
日
夜
、
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
に
集
っ

た
東
。
西
ド
イ
ツ
の
東
洋
学
者
た
ち
は
、
ウ
ラ
ル
・
ア
ル
タ
イ
学
会
の
会
合
を

も
ち
、
ハ
ラ
ソ
ウ
イ
ッ
ツ
の
き
も
入
り
で
一
堂
に
会
し
た
が
一
た
ま
た
ま
、

わ
た
く
し
も
招
待
を
う
け
て
、
小
林
教
授
と
そ
の
席
に
列
し
た
が
一
か
れ
ら

は
、
こ
の
よ
う
な
機
会
を
利
用
し
て
、
し
き
り
に
学
問
的
交
歓
を
お
こ
な
っ
て

い
た
。

　
つ
ぎ
に
、
．
ド
イ
ツ
の
東
洋
学
の
現
状
を
、
大
学
を
中
心
に
み
る
こ
と
に
し
よ

う
。
現
在
西
ド
イ
ツ
に
は
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
、
エ
ル
ラ
ン
ゲ
ソ
、
チ
ュ
ー
ビ
ン
ゲ
ン
、

フ
ラ
イ
ブ
ル
グ
、
ブ
ル
ッ
ブ
ル
グ
、
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
、
マ
イ
ン
ッ
、
ボ
ソ
、

ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
グ
、
ザ
ー
ル
ブ
リ
ュ
ッ
ケ
ン
、
ケ
ル
ン
、
ミ
ュ
ン
ス
タ
ー
、
マ

ー
ル
ブ
ル
グ
、
ゲ
ッ
テ
ィ
ン
ゲ
ン
、
ハ
ム
ブ
ル
グ
、
キ
ー
ル
、
ギ
ー
セ
ン
、
ベ

ル
リ
ン
自
由
大
学
な
ど
一
八
の
総
合
大
学
が
あ
る
。
こ
の
う
ち
、
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
大

学
は
、
西
ド
イ
ツ
中
で
も
つ
と
も
大
き
く
、
学
生
の
総
数
も
一
万
五
・
六
千
名

く
ら
い
と
い
わ
れ
る
。
こ
れ
に
つ
ぐ
も
の
は
ハ
ム
ブ
ル
グ
、
ボ
ソ
、
ベ
ル
リ
ン
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ドイツの東洋学（田村）

第　1　表

Seminarの 名 称 敦　　授 名

M皿磁e皿大 学

東アジアの：文化と語学．（Sinologie）

日本学　（Japanoユogie）

インド学・イラン学（lndologie，　Iranistik）

近東トルコの歴史と交配（Turkologie）

エジプト学・古代オリエント史（Agyptologie）

｝｛．　Franl〈e

H．　Hammitzsch

H．　Hoffmann

F．　Babinger

（講師H．Kissling）

H．　Stock

H：ambu罫9　大

シナ語学・交語（Sinologie）

日フ21K言吾学。文学　（Japanologie）

インドネシア語。南海語

インドの：交化と歴史（lndologie）

前アジアの歴史と文化（Orientalisches　Seminar）

BORn　大 挙・

｛撚「脇窯鵬徳想史）

0。Benl（日本文学）｛
G．Wenck（目本音韻学）

JO．　．vo．　n．E．．．ss．en

しE．M．　K註hler

Alsdorf｛Schubring

B・Spuler（イスラム学）
Johansen（フィン・ウグール学）
W．Lentz（イラン学）
A・…G・b・・《塊叢季）．

o・ d『鶏興（菟集童重撃董．）

東アジアの歴史と文化（Ostasiatisches　Seminar）

蒙古学（Orientalisches　Seminar）

l
i

侶二階搭欝t（（Sinologie）Japanologie）

W．　Heissig　（Mongologie）

Berlin　I自由大学

東アジア学（Ostasiatisches　Seminar）

インド学。イラン学（lndologie，　lranistik）

古代東方語学（Altorientalische　Philologie）

イスラム学：（lslamwissenschaft）

西アジア・蒙古学（Vorderasiatische　Archaologie）

儂k蝦藻IJ譲盟麗望）

O．　Hansen

J．　Friedrich

W．　Braune

A．　Moortgat
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第二図　ドイツの大学所在地

自
由
大
学
な
ど
で
あ
る
が
、
わ
た
く
し
が
訪
問
し
た
の
は
、
こ
の
四
大
学
で
あ

っ
た
。
こ
れ
ら
の
大
学
に
は
、
い
ず
れ
も
東
洋
学
に
関
す
る
ω
①
巨
口
母
が
設

け
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
の
教
授
陣
を
あ
げ
て
み
る
と
、
第
ユ
表
の
よ
う
で
あ
る
。

　
第
1
表
の
う
ち
、
わ
れ
わ
れ
に
関
係
の
ふ
か
い
シ
ナ
学
お
よ
び
日
本
学
担
当

の
ひ
と
び
と
と
、
そ
の
専
攻
分
野
と
に
つ
い
て
み
る
と

　
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
大
学
　
　
こ
こ
の
国
・
男
舞
艮
Φ
教
擾
は
、
元
代
史
・
明
代
史
を

専
攻
し
、
か
つ
て
ホ
ン
コ
ン
の
領
事
を
し
て
い
た
こ
と
も
あ
る
た
め
中
国
語
に

堪
能
で
あ
る
。
か
れ
は
、
こ
の
た
び
の
東
洋
学
者
会
議
に
は
書
記
長
（
O
①
⇒
Φ
舜
憎

ω
Φ
す
Φ
莚
h
）
と
し
て
活
躍
し
、
そ
の
行
政
手
腕
も
高
く
か
わ
れ
て
い
る
。
日
本

学
の
国
p
目
目
博
N
ω
o
ザ
教
授
は
、
江
戸
丈
学
と
く
に
俳
譜
の
研
究
家
と
し
て
知

ら
れ
、
氏
の
日
本
語
は
折
紙
つ
き
で
あ
る
。
戦
後
も
た
び
た
び
来
日
し
て
い
る

た
め
、
わ
が
学
界
の
消
息
に
も
よ
く
通
じ
て
い
る
。

　
ハ
ム
ブ
ル
グ
大
学
　
　
東
洋
学
に
関
す
る
か
ぎ
り
、
東
・
西
ド
イ
ツ
を
通
じ

て
も
っ
と
も
充
実
し
た
陣
容
と
豊
富
な
蔵
書
と
を
ほ
こ
っ
て
い
る
の
は
ハ
ム
ブ

ル
グ
大
学
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
の
シ
ナ
学
に
は
、
薯
・
男
鎚
昌
屏
。
教
授
と
講
師
と

し
て
日
畳
O
臣
日
日
氏
が

い
る
。
嵩
●
周
H
9
け
貯
①
教

授
は
、
有
名
な
東
洋
学
者

○
詳
。
周
円
即
昌
罵
Φ
　
の
令
息

で
、
お
っ
と
り
し
た
人
柄

は
毛
な
み
の
よ
さ
を
示
し

て
い
る
。
明
代
史
の
専
門

家
、
戦
前
北
京
に
長
く
滞

在
し
て
い
た
こ
と
と
、
夫

人
が
中
国
婦
人
で
あ
る
た

め
、
か
れ
の
中
国
語
は
ド

イ
ツ
随
一
で
あ
ろ
う
。

日
．
O
臣
壁
講
師
も
明
代

文
化
史
・
思
想
史
の
研
究

者
で
あ
り
、
氏
も
中
国
で

そ
だ
っ
た
た
め
、
中
国
語

は
ま
っ
た
く
う
ま
い
。
昨

一一　　L葺　　い　㍗’o　L’

ハムブルグ大学本部第三図
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ドイツの東洋学（田村）

年
二
月
か
ら
七
月
末
ま
で
東
洋
史
学
研
究
の
た
め
本
学
に
留
学
し
て
い
た
。

　
日
本
学
に
は
○
・
ヒ
d
①
巳
と
O
・
毒
①
湾
吋
の
両
教
授
が
い
る
。
前
者
は
近
世

文
学
、
と
く
に
歌
論
や
禅
と
芸
術
に
詳
し
く
、
後
者
は
日
本
語
の
音
韻
学
老
で

あ
る
。
こ
の
ほ
か
ハ
ム
ブ
ル
グ
大
学
の
東
洋
学
の
特
色
は
、
西
ア
ジ
ア
．
中
央

ア
ジ
ア
お
よ
び
ア
ル
タ
イ
語
学
が
充
実
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、

イ
ス
ラ
ム
学
に
は
中
。
。
℃
巨
興
、
フ
ィ
ン
・
ウ
グ
ー
ル
学
に
は
冒
げ
曽
P
ω
Φ
⇔
、
イ

ラ
ン
学
に
は
零
’
い
魯
訂
の
三
教
授
が
、
ま
た
中
央
ア
ジ
ア
、
北
ア
ジ
ア
に
は
、

諺
．
〈
。
⇒
O
P
σ
9
。
貯
（
ト
ル
コ
学
、
シ
ナ
仏
教
学
）
○
●
弼
馨
ω
9
屏
（
ア
タ
イ
語
学
、

中
央
ア
ジ
ア
史
）
の
両
教
授
が
い
て
、
い
ず
れ
も
か
が
や
か
し
い
業
績
を
あ
げ

て
い
る
。
な
お
、
ス
プ
ー
ラ
ー
、
ガ
バ
イ
ソ
、
プ
リ
ッ
ア
ッ
ク
教
授
ら
は
、
現

在
か
れ
ら
が
う
け
て
い
る
科
学
研
究
費
を
投
じ
て
、
白
鳥
博
士
、
羽
田
博
士
を

は
じ
め
と
す
る
、
わ
が
東
洋
学
者
の
北
ア
ジ
ア
史
や
中
央
ア
ジ
ア
史
関
係
の
著

書
・
論
文
を
抄
訳
さ
せ
つ
つ
あ
る
が
、
こ
れ
は
、
日
本
の
東
洋
学
が
ド
イ
ツ
に

お
い
て
、
い
か
に
た
か
く
評
価
さ
れ
て
い
る
か
の
一
瞬
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。

　
ボ
ン
大
学
　
　
ボ
ン
大
学
の
シ
ナ
学
に
は
、
元
代
駅
伝
の
研
究
で
知
ら
れ
る

切
・
9
寓
け
§
教
授
が
お
り
、
日
本
学
に
は
、
日
本
医
学
史
の
○
．
囚
母
。
≦
氏

が
、
ま
た
○
ユ
Φ
昌
富
け
の
畠
Φ
ω
ω
①
日
げ
母
に
は
、
ゲ
ッ
テ
ィ
ン
ゲ
ン
大
学
か
ら

転
じ
た
蒙
古
学
者
の
妻
’
寓
Φ
δ
ω
赫
氏
が
い
る
。

　
ベ
ル
リ
ン
自
由
大
学
　
　
こ
の
大
学
は
、
戦
後
ベ
ル
リ
ン
が
東
西
に
分
割
さ

れ
た
と
き
、
ベ
ル
リ
ン
の
郊
外
U
p
匡
①
日
に
新
設
さ
れ
た
も
の
で
、
そ
の

建
学
の
歴
史
こ
そ
浅
い
が
（
新
興
の
意
気
に
も
え
て
い
る
。
こ
こ
の
○
ω
蜜
風
甲

寓
ω
o
げ
①
の
ω
Ω
B
一
昌
曽
目
は
シ
ナ
学
に
ぐ
『
●
閏
信
。
げ
ω
教
授
、
　
日
本
学
に
国
。
吋
四
邑
O
け

氏
が
い
る
。
前
者
は
戦
前
・
戦
中
を
通
じ
満
洲
（
奉
天
）
お
よ
び
北
京
に
滞
在

し
、
満
洲
語
学
に
詳
し
く
、
中
国
語
お
よ
び
日
本
語
が
巧
み
で
あ
る
。
後
者
は

欝
鎗

学“一

八ンボ第四図

滞
日
一
四
年
、
雅
楽
を

中
心
と
す
る
日
本
音
楽

史
に
深
い
造
詣
を
有
し

て
い
る
。
以
上
の
ほ
か

ゲ
ッ
テ
ィ
ン
ゲ
ン
大
学

の
教
授
（
シ
ナ
学
者
）
、

ベ
ル
リ
ン
自
由
大
学
の

国
’
白
．
閏
碧
ω
の
貫
（
中

央
ア
ジ
ア
史
家
）
氏
ら

も
業
績
を
あ
げ
て
い

る
。　

な
お
、
西
ド
イ
ツ
に

お
け
る
東
洋
学
関
係
の

主
な
る
雑
誌
お
よ
び
叢

書
と
し
て
は
、
左
記
の

五
種
が
あ
げ
ら
れ
る
。

　
歴
史
関
係
の
も
の

ピ
○
ユ
Φ
暮
巴
》
ω
す
寓
。
冒
二
目
目
巴
（
年
四
回
刊
行
、
一
九
五
五
年
よ
り
）

b
o
’
○
α
け
江
け
σ
Q
①
昌
上
巴
9
寓
ω
o
げ
①
団
。
目
ω
o
犀
β
ロ
o
q
①
口
（
俗
に
ゲ
ッ
チ
ン
ゲ
ン
ー
ー
ア
ジ

　
ア
双
書
と
よ
ば
れ
る
）

　
言
語
学
関
係
の
も
の

H
■
d
目
巴
、
≧
け
巴
ω
o
け
Φ
冨
訂
σ
的
。
げ
賃
（
年
二
回
刊
行
、
一
九
五
二
年
よ
り
復
刊
）

ド
d
民
9
甲
》
詳
繊
ω
O
ロ
Φ
b
ロ
皆
一
一
転
げ
Φ
匿
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Q
。
．
N
①
詳
ω
o
げ
巴
陀
一
α
興
U
Φ
暮
ω
o
げ
。
岸
竃
。
茜
①
巳
餌
け
巳
の
。
げ
Φ
昌
○
①
の
①
置
ω
o
げ
p
陣

　
そ
の
ほ
か
ハ
ム
ブ
ル
グ
大
学
の
シ
ナ
学
研
究
室
（
ω
①
巨
昌
胃
臣
目
ω
娼
轟
。
び
Φ

自
け
α
囚
巳
ε
H
O
け
巨
山
ω
）
か
ら
は
、
　
○
．
し
U
Φ
巳
”
名
．
周
h
曽
ロ
屏
Φ
お
よ
び
ベ

ル
リ
ン
自
由
大
学
の
　
薫
．
司
信
。
げ
ω
教
授
三
氏
を
編
輯
者
と
す
る
　
9
δ
ロ
の

団
蓉
お
旨
ρ
ω
、
　
お
な
じ
く
日
本
学
研
究
室
（
ω
①
巳
p
母
注
目
ω
冒
轟
9
Φ
q
口
q

囚
巳
連
日
冒
b
9
け
ω
．
）
を
中
心
に
　
二
9
0
げ
ぽ
。
げ
8
p
α
Φ
↓
　
○
Φ
。
ワ
Φ
H
の
。
ぽ
曽
ヰ
注
塊

Z
讐
十
目
巨
鳥
く
α
涛
Φ
目
閃
二
口
α
Φ
○
。
。
け
”
匹
Φ
ロ
ω
（
閏
簿
日
び
昌
α
q
）
が
発
刊
さ
れ
て
い
る
。

麹
欝

嫉、

第五図　西ベルリン自由大学

　
つ
ぎ
に
東
ド
イ
ツ
に

つ
い
て
み
る
と
、
こ
こ

に
は
東
ベ
ル
リ
ン
の

国
運
p
σ
9
巳
大
学
（
旧

・
ベ
ル
リ
ン
大
学
）
、
い
①
－

甘
N
眞
大
学
を
は
じ
め

O
お
罵
の
≦
巴
q
大
学
、

幻
。
の
8
畠
大
学
、
自
p
ゲ

δ
大
学
、
冒
ロ
p
大
学

な
ど
六
大
学
が
か
ぞ
え

ら
れ
る
が
、
そ
の
う
ち

○
ω
叶
曽
ω
冨
離
ω
O
げ
Φ
の
　
H
口
－

の
け
騨
5
叶
を
も
つ
て
い
る

の
は
、
フ
ン
ボ
ル
ト
と

ラ
イ
プ
チ
ヒ
の
両
大
学

だ
け
で
あ
る
。

鍾・羅紋
西ベルリンマ東ベルリン

ヨ讐！壷へ、．，

！　（米）く
ピノ性》・しへ　A．〕

第六図東・西ベルリン略図

　
フ
ン
ボ
ル
ト
大
学

フ
ン
ボ
ル
ト
大
学
の
○
ω
－

け
P
ω
口
口
ω
O
げ
Φ
ω
H
け
o
o
口
け
β
け

は
中
国
、
日
本
、
朝
鮮
、
蒙

古
お
よ
び
西
蔵
の
五
部
門

か
ら
な
り
、
現
在
教
授
八

人
、
講
師
一
人
、
助
手
・
研

究
生
五
人
、
学
生
三
五
人

を
収
容
し
て
い
る
。
主
任

教
授
の
国
彗
。
冒
づ
①
く
ω
屏
団

氏
は
中
国
法
制
史
家
で
、

著
書
と
し
て
元
史
刑
法
志

の
仏
訳
が
あ
る
。

　
最
後
に
、
参
考
の
た
め
学
生
の
学
費
に
つ
い
て
み
る
と
、
東
ド
イ
ツ
の
大
学

生
は
、
ソ
連
の
大
学
生
と
同
じ
く
全
員
が
は
国
費
を
支
給
さ
れ
て
い
る
そ
う
で

あ
る
が
、
東
ド
イ
ツ
で
は
二
二
〇
マ
ル
ク
（
A
）
な
い
し
一
四
五
マ
ル
ク
（
B
）

－
A
・
B
の
差
は
成
績
順
に
よ
っ
て
き
め
ら
れ
る
一
を
う
け
て
い
る
。
た

だ
し
、
父
親
の
俸
給
が
一
、
○
○
○
マ
ル
ク
（
わ
が
八
六
、
○
○
○
円
）
以
上

の
場
合
、
そ
の
子
弟
は
支
給
を
停
止
さ
れ
る
。
か
れ
ら
の
在
学
年
限
は
五
年
間

で
、
そ
の
う
ち
最
終
の
一
年
は
、
　
そ
れ
ぞ
れ
専
攻
す
る
外
国
ー
ソ
連
圏
内

に
か
ぎ
る
一
に
留
学
す
る
。
卒
業
後
三
年
間
研
究
生
と
し
て
と
ど
ま
れ
ば
、

ド
ク
タ
ー
の
称
号
を
う
け
る
。

　
以
上
、
わ
た
く
し
の
見
聞
し
た
か
ぎ
り
に
お
い
て
、
西
ギ
イ
ッ
と
東
ド
イ
ツ

に
お
け
る
東
洋
学
界
の
現
状
を
紹
介
し
た
が
、
た
だ
東
ド
イ
ツ
に
，
つ
い
て
は
、
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ドイツの東洋学（田村）

第七図　東ベルリン，フンボルト大学

い
ろ
い
ろ
の
事
情
か
ら

東
ベ
ル
リ
ン
の
フ
ン
ボ

ル
ト
大
学
と
東
ド
イ
ツ

国
立
図
書
館
と
を
訪
問

し
た
だ
け
で
あ
っ
た
の

で
、
充
分
な
消
息
を
知

る
こ
と
が
で
ぎ
な
か
っ

た
。　

な
お
、
は
じ
め
の
予

定
で
は
、
ソ
連
邦
に
お

け
る
東
洋
学
研
究
の
現

状
に
つ
い
て
も
、
の
べ

る
つ
も
り
で
あ
っ
た
が
、

す
で
に
あ
た
え
ら
れ
た

紙
幅
を
こ
え
た
の
で
割

愛
す
る
こ
と
に
し
た
。

こ
れ
に
関
し
て
は
雑
誌

「
東
方
学
」
第
一
六
輯
に
の
せ
て
お
い
た
か
ら
、
あ
わ
せ
よ
ん
で
い
た
だ
き
た

い
。
　
　
．
　
　
　
　
臨
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
九
五
八
．
三
．
八
）

　
　
　
史
学
研
究
会
例
会
　
予
告

五
月
例
会

　
五
月
一
〇
日
（
土
曜
日
）
　
午
後
一
時
よ
り
■
於
京
大
楽
友
会
館
・

講
師
演
題

中
岡
慎
太
郎
の
「
藩
」
論
に
つ
い
て
　
　
池
　
田
敬
正
氏

　
　
　
－
日
本
に
お
け
る
絶
対
主
義
理
論
の
茄
芽
一

（
題
未
定
）
　
　
　
　
　
　
島
田
慶
次
氏

　
絶
対
主
義
と
市
民
革
命
　
　
　
　
　
　
　
　
河
　
野
　
健
　
二
氏

六
月
例
会

　
六
月
七
日
（
土
曜
日
）
　
午
後
○
時
半

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
京
大
史
学
科
陳
列
館
前
出
発

　
臨
地
講
演

　
　
コ
ー
ス
　
二
条
城
一
二
条
陣
屋
i
角
屋

　
　
以
上
バ
ス
に
て
巡
回
（
講
師
未
定
）

　
参
加
会
費
　
　
一
五
〇
円

　
定
員
の
関
係
が
あ
り
ま
す
の
で
、
参
加
御
希
望
の
方
は
、
五
月
末
日

　
ま
で
に
当
会
宛
御
申
込
下
さ
い
。
　
（
但
し
満
員
次
第
〆
切
り
ま
す
）

七
月
例
会

　
七
月
五
日
（
土
半
日
）
　
午
後
一
時
よ
り
　
於
京
大
楽
友
会
館

　
「
技
術
史
の
諸
問
題
」
　
　
　
（
講
師
は
追
て
発
表
い
た
し
ま
す
）

　
　
　
史
学
研
究
会
委
員
の
交
代
に
つ
い
て

　
委
員
末
尾
至
行
氏
（
地
理
）
及
び
竺
沙
雅
章
氏
（
東
洋
史
）
は
、
事

鷹
に
よ
り
三
月
末
日
を
も
つ
て
辞
任
し
、
代
っ
て
押
野
昭
生
氏
（
地
理
）

横
山
裕
男
氏
（
東
洋
史
）
が
新
た
に
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。
　
以
　
上
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